
（岡山県）

市 政 ル ポ 玉
た ま の

野市

「
海
」の
復
権
を
ま
ち
づ
く
り
の
核
に

港
湾
都
市
を
生
か
し
た
活
性
化

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
６
の
開
幕

　

平
成
22
年
に
創
設
さ
れ
、
以
後
３
年
ご
と
に
開
催

さ
れ
て
国
内
外
で
評
価
を
高
め
つ
つ
あ
る
現
代
ア
ー

ト
の
一
大
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
６
」（
主
催
・
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
実
行
委
員

会
）
が
、
３
月
20
日
に
開
幕
し
た
。
会
場
は
直
島
・

小
豆
島
を
は
じ
め
と
す
る
瀬
戸
内
海
12
の
離
島
お
よ

び
、
そ
れ
ら
の
離
島
へ
の
主
要
玄
関
口
と
な
る
高
松

港（
高
松
市
）周
辺
、
宇
野
港（
玉
野
市
）周
辺
の
計
14

カ
所
だ
。

　

会
期
は
春
会
期（
３
月
20
日
〜
４
月
17
日
）、
夏
会

期
（
７
月
18
日
〜
９
月
４
日
）、
秋
会
期
（
10
月
８
日

〜
11
月
６
日
）
の
３
会
期
に
分
か
れ
る
が
、
３
会
期

す
べ
て
で
会
場
と
な
る
の
は
８
島
お
よ
び
高
松
港
周

辺
・
宇
野
港
周
辺
で
あ
る
。

　

会
場
の
ほ
と
ん
ど
は
主
催
者
で
も
あ
る
四
国
側
の

香
川
県
に
属
し
て
い
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

特
に
近
代
以
降
の
瀬
戸
内
の
海
上
交
通
は
宇
野
港
と

高
松
港
の
存
在
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。「
海
の
復

権
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
す
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

で
も
そ
れ
は
同
様
で
、
宇
野
港
・
高
松
港
と
各
離
島

の
港
、
そ
の
ほ
か
の
小
さ
な
港
湾
が
現
代
ア
ー
ト
を

通
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

こ
の
芸
術
祭
の
命
脈
の
一
つ
が
あ
る
。

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
作
品
展
示
だ
け
で
な
く
、

会
場
ご
と
に
個
別
の
テ
ー
マ
事
業
が
展
開
さ
れ
る
。

玉
野
市
の
宇
野
港
周
辺
で
は
、
会
期
中
に
宇
野
港

「
連
絡
船
の
町
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
、
お
よ
び
Ｊ

Ｒ
宇
野
駅
や
宇
野
港
を
生
か
し
た
各
種
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
。
３
月
20
日
の
開

幕
日
に
は
早
速
、
宇
野
港「
連
絡
船
の
町
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
昨
年
１
年
間
を
掛
け
て
募
集
し

た「
第
１
回『
撮
り
船
』フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰

式
が
、
宇
野
港
の
特
設
会
場
に
お
い
て
、
審
査
員
を

務
め
た
椎
名
誠
氏（
作
家
）、
織
作
峰
子
氏（
写
真
家
）

の
出
席
の
下
に
行
わ
れ
た
（
審
査
員
は
写
真
家
・
大

西
み
つ
ぐ
氏
を
加
え
た
３
人
）。

　

さ
て
４
月
５
日
に
主
催
者
か
ら
発
表
さ
れ
た
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
３
月
20

日
〜
４
月
２
日
ま
で
の
来

場
者
数
は
、
計
約
12
万
４
０
０
０
人
で
、

平
成
25
年
の
前
回
よ
り
約
１
万
７
０
０
０
人
増
え

て
い
る
。
前
回
は
最
終
的
に
延
べ
１
０
７
万
人
が

来
場
し
た
の
で
、
今
回
も
延
べ
１
０
０
万
人
以
上

の
来
場
者
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
計

１
０
８
日
の
会
期
で
、
人
口
が
少
な
い
12
の
離
島

（
数
百
人
か
ら
数
千
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
最
大
が
約

３
万
人
の
小
豆
島
）
に
延
べ
１
０
０
万
人
以
上
の

人
々
が
訪
れ
る
の
だ
。
お
し
な
べ
て
道
が
狭
く
、

面
積
も
狭
い
各
離
島
の
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
は
、
相
当

な
も
の
に
な
る
は
ず
だ
。

　
「
玉
野
市
・
宇
野
港
は
第
２
回
目
か
ら
会
場
と
し

黒
く ろ だ

田　晋
すすむ

玉野市長
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て
正
式
参
加
し
ま
し
た
。
第
１
回
目
は
島
々
（
特
に

主
要
会
場
の
直
島
・
小
豆
島
）
へ
の
本
州
側
の
玄
関

口
と
い
う
形
で
の
、
作
品
展
示
を
伴
わ
な
い
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
岡
山
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
宇
野
線
で
宇
野
港
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
お
客
さ
ま
の
行
列
や
数
の
多
さ
に
は
、
思

わ
ず
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た（
笑
）」

　

そ
う
語
る
黒
田
晋
玉
野
市
長
は
、
宇
野
港
に
続
々

押
し
寄
せ
る
人
波
を
見
て
、
離
島
や
港
湾
を
舞
台
に

し
た
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
現
代
人
の
関
心

の
高
さ
、
換
言
す
れ
ば「
癒
し
の
空
間
と
体
験
」を
希

求
す
る
思
い
の
強
さ
な
ど
を
改
め
て
痛
感
し
た
と
い

う
。
加
え
て
「《
海
の
復
権
》
と
い
う
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
強
い
共
感
を
覚
え
、
第
２
回

目
か
ら
の
正
式
参
加
を
決
め
た
」
と
続
け
る
。
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
の
公
式
サ
イ
ト
は「
海
の
復
権
」と
い

う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
大
要
、
次
の
よ
う
な
説
明
を

行
っ
て
い
る
。

　

瀬
戸
内
海
で
は
古
来
、
行
き
交
う
船
が
島
々
に

立
ち
寄
り
、
常
に
新
し
い
文
化
や
様
式
を
伝
え
、

島
々
の
固
有
の
文
化
と
つ
な
が
り
、
伝
統
的
な
生

活
ス
タ
イ
ル
を
醸
成
し
て
き
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
効
率
化
、
均
質
化
の
流
れ
の
中
で
島
々

の
人
口
は
減
少
し
、
高
齢
化
や
活
力
の
低
下
が
進

ん
で
島
独
自
の
固
有
性
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
瀬

「瀬戸内国際芸術祭2016」オープニングイベント（宇野港周辺）

「第1回『撮り船』フォトコンテスト」表彰式（宇野港）

白砂青松の砂浜が1kmつづく渋川海岸 宇野〜高松航路唯一の定期船・四国フェリー
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戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
そ
う
し
た
瀬
戸
内
海
の
島
々

に
活
力
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、
瀬
戸
内
海
が
地

球
上
の
す
べ
て
の
地
域
に
と
っ
て
の
「
希
望
の
海
」

と
な
る
こ
と
を
目
指
す
│
│
。

港
湾
都
市
な
ら
で
は
の
活
性
化
の
形

　
「
宇
野
港
と
高
松
港
は
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
か

ら
始
ま
っ
た
宇
高
連
絡
船
の
発
着
港
と
し
て
、
昭
和

63
年
に
瀬
戸
大
橋
が
開
通
す
る
ま
で
四
国
へ
の
玄
関

口
、
本
州
へ
の
玄
関
口
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し

た
。
同
時
に
離
島
航
路
も
た
く
さ
ん
の
便
数
が
発
着

し
て
、
近
代
の
瀬
戸
内
文
化
を
形
成
す
る
軸
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
自
負
と
誇
り
が
、
地
元
に
生
き
て
き

た
私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の

『
海
の
復
権
』と
い
う
テ
ー
マ
は
、
私
た
ち
の
そ
う
し

た
思
い
に
ピ
ッ
タ
リ
き
ま
す
。
芸
術
祭
で
得
ら
れ
る

経
済
的
効
果
へ
の
期
待
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
に
閉
塞
し
た
社
会
状
況
に
お
い
て
は
、
再
活
性

化
の
道
を
探
る
た
め
の
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
に
も

な
り
、
壮
大
な
夢
を
抱
か
せ
て
く
れ
る
言
葉
、
理
念

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
黒
田
市
長
）

　

宇
高
連
絡
船
は
か
つ
て
の
青
函
連
絡
船
と
同
様
、

海
を
越
え
て
鉄
道
を
つ
な
ぐ
鉄
道
連
絡
船
だ
っ
た
。

青
函
連
絡
船
が
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
で
消
え
た
の

と
同
じ
昭
和
63
年
、
宇
高
連
絡
船
も
本
四
架
橋
の
先

陣
を
切
る
瀬
戸
大
橋
（
Ｊ
Ｒ
瀬
戸
大
橋
線
）
の
開
通

で
、
鉄
道
連
絡
船
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
。
以
来
、

青
森
駅
が
北
海
道
へ
延
伸
し
た
鉄
道
路
線
の
「
途
中

駅
」
に
な
っ
た
一
方
で
、
宇
野
駅
は
四
国
へ
の
中
継

駅
か
ら「
終
着
駅
」に
な
っ
た
。

　
「
そ
の
先
は
も
う
な
い
の
が
、
陸
上
交
通
で
の
鉄

道
の
終
着
駅
や
道
路
の
終
着
点
で
す
。
し
か
し
、
鉄

道
連
絡
船
の
発
着
港
の
役
割
は
終
え
て
も
、
相
変
わ

ら
ず
宇
野
港
と
高
松
港
は
四
国
フ
ェ
リ
ー
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。
小
豆
島
や
直
島
な
ど
の
離
島
航
路
も
健

在
で
す
。
さ
ら
に
海
は
瀬
戸
内
だ
け
で
な
く
そ
の

先
、
大
げ
さ
に
い
え
ば
地
球
全
体
の
海
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。
宇
高
連
絡
船
が
消
え
て
も
う
す
ぐ
30
年
。

人
や
モ
ノ
の
流
れ
は
そ
の
間
に
大
き
く
状
況
を
変
え

ま
し
た
が
、
私
た
ち
港
湾
の
周
辺
に
生
ま
れ
育
っ
た

人
間
に
は
世
界
に
開
け
た
海
が
あ
る
。
そ
の
自
明
の

事
実
が
持
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
可
能
性
と
夢

を
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
わ
れ
わ
れ
に
再
認
識
さ

せ
て
く
れ
た
の
で
す
」（
黒
田
市
長
）

第1回目の瀬戸内国際芸術祭で設置されて以来、毎回進化を加える人気作品「宇
野のチヌ」（宇野港）

イタリア人デザイナーの手でJR宇野駅もアート作品化（2016年3月）

宇野駅そばの広大な倉庫を活用したアートスペース「駅東創庫」
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玉野市　市 政 ル ポ

（岡山県）

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
へ
の
参
加
は
、
玉
野
市
の
長

年
の
懸
案
で
あ
っ
た
中
心
市
街
地
の
再
生
お
よ
び
魅

力
づ
く
り
へ
の
動
き
を
も
活
性
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

玉
野
市
の
中
心
市
街
地
は
宇
野
駅
と
宇
野
港
、
市
役

所
な
ど
が
集
ま
る
宇
野
港
エ
リ
ア
全
域
。
玉
野
市
で

は
平
成
24
年
度
か
ら
「
玉
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
（
都
市
再
整
備
計
画
）」
に
基
づ
く
中
心
市
街
地

の
再
整
備
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
が
、
同
年
に
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
に
正
式
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
中
心
市
街
地
へ
の
現
代
ア
ー
ト
の
設
置
・
保

存
が
進
む
よ
う
に
な
っ
た
（
地
元
の
ゴ
ミ
や
廃
材
を

使
っ
た
作
品『
宇
野
の
チ
ヌ
』は
平
成
22
年
に
設
置
）。

ま
た
港
に
面
し
た
建
物
の
外
壁（
ビ
ル
ボ
ー
ド
）に
は

写
真
作
品
を
掲
示
し
、
道
行
く
人
の
目
を
引
い
て
い

る
（
今
年
３
月
ま
で
は
写
真
家
・
荒
木
経
惟
氏
の
作

品
、
４
月
か
ら「
撮
り
船（
と
り
ぶ
ね
）フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」の
入
賞
作
品
を
掲
示
）。

　

さ
ら
に
今
回
の
瀬
戸
内
芸
術
祭
期
間
中
は
、
金
工

作
家
が
作
っ
た
ア
ー
ト
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
（
放
置
自

転
車
を
ア
ー
ト
化
）
を
港
で
貸
し
出
す
な
ど
、
刺
激

的
か
つ
遊
び
心
に
満
ち
た
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

民
間
事
業
者
も
芸
術
祭
を
契
機
に
、
活
発
な
動
き

を
見
せ
始
め
た
。
宇
野
港
に
面
し
た
駅
東
地
区
の
広

大
な
旧
国
鉄
用
地
（
５
・
１
ha
）
の
隣
接
地
に
、
第
１

回
目
と
な
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
の
年
に
設
置

さ
れ
た「
駅
東
創
庫
」は
象
徴
的
な
存
在
だ
。
空
き
倉

庫
を
活
用
し
、
現
代
ア
ー
ト
の
作
家
た
ち
に
ア
ト
リ

エ
と
し
て
格
安
に
貸
し
出
し
て
い
る
。
駅
東
創
庫
に

は
約
10
名
の
作
家
た
ち
が
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、
公
開

日
に
は
ア
ー
ト
好
き
な
人
々
が
集
い
、
旅
行
者
に
も

新
名
所
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

第
２
回
目
と
な
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ

れ
た
平
成
25
年
３
月
に
は
、
日
帰
り
天
然
温
泉
施
設

「
た
ま
の
湯
」が
旧
国
鉄
用
地
に
開
業
し
た
。
港
に
直

面
し
た
立
地
条
件
を
活
用
し
、
絶
景
の
温
泉
や
地
魚

な
ど
の
グ
ル
メ
を
特
徴
と
す
る
癒
し
空
間
を
現
出
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
芸
術
祭
な
ど
で
宇
野
港
を
訪
れ

る
人
々
を
引
き
つ
け
よ
う
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
成
功

を
収
め
つ
つ
あ
る
。

　

さ
ら
に
中
心
市
街
地
に
は
、
地
元
食
材
や
港
ま
ち

特
有
の
癒
し
を
感
じ
さ
せ
る
環
境
を
活
用
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
の
飲
食
店
の
進
出
な
ど
が
目
立
ち
始
め
て
い

る
。
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で
再
認
識
さ
れ
た
「
玉
野

の
宝
物
」
が
少
し
ず
つ
、
新
た
な
活
性
化
の
種
と
し

て
具
現
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

図
書
館
移
転
と
病
院
再
生
で 

街
な
か
活
性
化

　

少
子
高
齢
化
や
経
済
的
な
要
因
な
ど
に
よ
る
人
口

構
造
の
変
化
は
、
全
国
の
地
方
都
市
に
多
く
の
共
通

課
題
を
生
み
出
し
た
。
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
現
象
は
、
決
定
打
の
見
つ
か

ら
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
玉
野
市
で
は
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
の
好
影
響
も
取
り
入
れ
る
よ
う
な
形
で
、
前

述
の
よ
う
に
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
同
様
に

人
口
構
造
の
変
化
と
と
も
に
地
方
都
市
を
悩
ま
せ
て

い
る
問
題
の
一
つ
に
、
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
、

公
共
病
院（
市
民
病
院
）な
ど
の
再
整
備
問
題
が
あ
る
。

　

玉
野
市
も
現
在
、
市
立
図
書
館
お
よ
び
中
央
公
民

瀬戸内の多島美が眺められる駅東創庫に隣接する天然温泉「たまの湯」

ショッピングモール“メルカ”内に設置された「たまののミュージアム」
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館
の
移
転
・
整

備
計
画
と
市
民

病
院
の
経
営
改

善
問
題
が
重
要

懸
案
と
な
っ
て

い
る
。
議
論
百

出
の
状
況
が
あ

る
一
方
で
、
だ
が

黒
田
市
長
は
い

ず
れ
の
問
題
に

も
明
確
な
方
向

性
を
打
ち
出
し
、

粘
り
強
く
着
実

に
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
「
玉
野
市
で

は
市
立
図
書
館
と
中
央
公
民
館
が
、
中
心
市
街
地
の

一
角
に
建
つ
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
い
ま

す
。
図
書
館
は
利
用
率
の
低
さ
が
問
題
視
さ
れ
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
物
自
体
も
老
朽
化
に
伴
う

耐
震
化
問
題
、
さ
ら
に
は
使
い
勝
手
の
問
題
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
新
築
す
れ
ば
手
っ
取
り
早
い
わ
け
で

す
が
、
そ
れ
に
は
数
十
億
円
単
位
の
予
算
が
掛
か

る
。
そ
ん
な
中
、
市
役
所
に
隣
接
す
る
商
業
施
設

《
メ
ル
カ
》の
所
有
者
か
ら
公
共
施
設
の
移
転
・
整
備

を
条
件
に
、
商
業
施
設
の
２
Ｆ
フ
ロ
ア
ー
の
一
部
の

無
償
譲
渡
の
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
市
で
は
そ

の
ス
ペ
ー
ス
に
図
書
館
と
中
央
公
民
館
を
一
体
的

に
集
約
化
し
、
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
て
運
営

の
効
率
化
、
利
用
状
況
の
大
幅
な
改
善
を
図
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
」

（
黒
田
市
長
）

　

こ
の
方
式
で

事
業
を
実
施
す

れ
ば
、
市
の
整
備

に
か
か
る
費
用
は

６
億
円
程
度
で

済
む
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
郊
外
へ

の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
の
乱

立
な
ど
で
売
り

上
げ
が
低
下
し
つ

つ
あ
る
中
心
市
街

地
の
商
業
施
設
の
活
性
化
、
新
た
な
人
の
流
れ
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
中
心
市
街
地
全
体
の
活
性
化
に

も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
公
共
図
書
館
や
公
民
館
の
利
用
率
は
例
外
を
除

け
ば
か
な
り
低
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
の
こ
と
を

問
題
視
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鉄
道

駅
と
旅
客
船
の
発
着
港
に
近
い
中
心
市
街
地
の
商

業
施
設
に
そ
れ
ら
の
施
設
を
集
約
す
る
こ
と
は
、

か
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
共
同
企
業
体
（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
玉
野
）
で
決
定
し
て

い
ま
す
が
、
図
書
館
・
公
民
館
本
来
の
機
能
に
加
え
、

私
は
老
若
男
女
が
集
え
る
交
流
の
場
と
し
て
運
営

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
世
代
を
超
え

た
『
井
戸
端
』
の
よ
う
な
場
所
に
な
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
黒
田
市
長
）

　

か
つ
て
全
国
の
町
内
に
あ
っ
た
井
戸
の
周
囲
（
井

戸
端
）
は
、
住
民
の
情
報
交
換
の
場
だ
っ
た
。
現
代

は
そ
ん
な「
場
」が
極
端
に
減
り
、
特
に
高
齢
者
の
集

う
場
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
黒
田
市
長
は
新
た
な
図

書
館
・
中
央
公
民
館
の
一
体
的
施
設
に
、
そ
う
し
た

機
能
を
加
え
た
い
と
力
説
す
る
。

　
「
市
民
病
院
も
そ
う
で
す
。
岡
山
県
は
全
体
的
に

高
度
医
療
を
提
供
で
き
る
大
学
病
院
、
総
合
病
院
な

ど
が
非
常
に
多
い
。
玉
野
市
は
救
急
車
で
30
分
圏
内

に
高
度
急
性
期
病
院
に
行
け
る
立
地
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
市
民
病
院
の
役
割
は
、
機
能
的
に
も
精
神
的

に
も
高
度
医
療
を
提
供
で
き
る
病
院
と
か
か
り
つ
け

医
と
の
間
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
市
民
が
気
楽
に
訪
ね
ら
れ
る
気
さ
く
な
場
で
も

あ
る
べ
き
で
、
高
齢
者
が
溜
ま
り
た
か
っ
た
ら
、
む

し
ろ
溜
ま
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
（
笑
）」

造船のまち玉野では進水式も身近なイベント

話題の人気Sea級グルメ「たまの温玉めし」
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玉野市　市 政 ル ポ

（岡山県）

（
黒
田
市
長
）

　

玉
野
市
で
は
そ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
し
た

運
営
が
可
能
な
徳
島
市
の
医
療
法
人
と
、
職
員
の
身

分
問
題
な
ど
も
考
慮
し
た
上
で
「
玉
野
市
に
お
け
る

地
域
医
療
改
革
の
た
め
の
包
括
協
定
」
を
結
ん
だ
。

そ
れ
は
「
市
民
に
安
定
し
た
医
療
を
遅
滞
な
く
提
供

す
る
こ
と
は
、
行
政
の
優
先
順
位
と
し
て
は
最
上
位

に
あ
る
テ
ー
マ
の
一
つ
」（
黒
田
市
長
）
と
の
認
識
か

ら
で
あ
り
、
玉
野
市
は
包
括
協
定
と
い
う
形
で
の
市

民
病
院
の
早
期
整
備
、
再
ス
タ
ー
ト
（
平
成
28
年
４

月
１
日
）の
道
を
決
断
し
た
の
だ
。

　

平
成
29
年
４
月
の
開
館
を
予
定
し
て
い
る
図
書

館
・
中
央
公
民
館
の
運
営
と
と
も
に
、
玉
野
市
民
病

院
の
今
後
が
注
目
さ
れ
る
。

陸
の
船
が
港
を
つ
な
ぐ
玉
野
市
街

　

瀬
戸
内
航
路
の
主
要
発
着
港
・
宇
野
港
を
持
つ
玉

野
市
は
造
船
産
業
の
集
積
地
で
も
あ
る
。
高
度
経
済

成
長
時
代
に
比
べ
れ
ば
規
模
は
縮
小
し
た
も
の
の
、

今
も
三
井
造
船
な
ど
造
船
関
連
企
業
が
集
ま
る
モ
ノ

づ
く
り
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

市
内
に
は
な
ぜ
か
造
船
を
学
べ
る
学
校
が
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
黒
田
市
長
は
、「
市
立
玉
野
商
業
高
校

に
造
船
・
機
械
系
の
学
科
の
増
設
を
す
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
て
い
る
」
と
い
う
。「
三
井
造
船
な
ど
地
元

企
業
の
若
手
人
材
不
足
や
、
高
校
自
体
の
競
争
力
を

高
め
る
意
味
で
も
造
船
・
機
械
系
の
学
科
増
設
は
意

味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。
ま
ず
は
、
市
内
の

高
校
で
の
製
造
業
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
内
高
校
の
１
年
次
の
授
業
か
ら

入
門
編
の「
も
の
づ
く
り
体
験
塾
」を
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
２
年
次
に
は
選
択
制
で
製
造
業
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。
こ
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
地
元
へ
の
就
職
希
望
者
数
や
定
住

人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
モ
ノ

づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
の
人
材
育
成
は
こ
れ
も
ま
た

「
海
の
復
権
」の
一
環
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
「
海
の
復
権
」
と
い
う
意
味
で

は
、
玉
野
市
が
開
始
し
た
「
連
絡
船
の

町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
今
後
も
楽
し
み

だ
。
世
界
中
の
連
絡
船
に
ま
つ
わ
る

ア
ー
カ
イ
ブ
情
報
や
新
情
報
を
収
集
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
蓄
積
さ
れ
て

い
く
記
録
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
は
、

ま
さ
に
港
湾
都
市
・
玉
野
な
ら
で
は
の

文
化
的
業
績
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。
そ
れ
ら
が
再
整
備
さ
れ
た
新
図
書

館
に
お
い
て
、
一
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
形

成
す
る
日
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
玉
野
市
内
に
は
現
在
、
乗
車
料
金

１
０
０
円
の
シ
ー
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
と

シ
ー
タ
ク
（
乗
合
タ
ク
シ
ー
）（
シ
ー
タ
ク
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
と
若
年
層
以
外
は
乗
車
料
金
２
０
０

円
）
が
運
行
さ
れ
、
車
を
運
転
し
な
い
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
人
々
の
便
利
な
足
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
シ
ー

バ
ス
と
シ
ー
タ
ク
の
乗
り
場
マ
ッ
プ
や
運
行
ル
ー
ト

図
を
見
て
い
た
ら
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
公
式
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
掲
載
の
、
宇
野
港
・
高
松
港
か
ら
の
各
離

島
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
図
と
雰
囲
気
が
似
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
。
公
共
施
設
や
商
業
施
設
、
病
院
な

ど
は
港
で
、
シ
ー
バ
ス
・
シ
ー
タ
ク
と
い
う
「
陸
の

船
」
た
ち
が
港
々
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
。

「
海
が
常
に
市
民
の
生
活
と
と
も
に
あ
る
玉
野
市
」

（
黒
田
市
長
）の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
街
な
か
に
も
さ
り
げ
な

く
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
28
年
３
月
１
日
）

玉野市を象徴する大イベント「たまの・港フェスティバル」
（玉野市のイメージキャラクター・ののちゃんと日本丸）

市民の足となっている “シーバス”（一律100円）と“シータク”
（一律200円）
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